
3 年 2 組理系化学 1/25～1/30 の課題について 

 

① 先週分の課題の答え合わせ、見直し 

 

② 教科書 P335 の問題の回答 

 

③ テスト範囲をまとめたノートの作成 

以下に指定された範囲のまとめを作成してください。 

 出席番号  8～11 油脂 

 出席番号 12～15 有機化合物の構造決定 (計算のやつ) 

 出席番号 16～19 ベンゼン 

 出席番号 20～23 フェノール 

 出席番号 24～28 芳香族カルボン酸 

 出席番号 29～33 芳香族アミン 

 

 

---卒業考査テスト範囲について--- 

・教科書 P269～273、P307～335 

・ワーク 25-6、28-5、28-6、29～31 

・プリント 13～25 

物質の構造式・語句などを総合的に問います。 

問題数は 50 問程度。モル計算はテスト範囲に入りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



前回課題解答 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



今回課題解答 

 

[1] 芳香族炭化水素の反応 

 

(解答) トルエン：安息香酸 

 
o-キシレン：フタル酸  

 
p-キシレン：テレフタル酸  

 

 

[解説] ベンゼン環に結合したメチル基は，過マンガン酸カリウムを

用いて酸化すると，カルボキシ基に変化する。したがって，トルエン

からは安息香酸，o-キシレンからはフタル酸，p-キシレンからはテレ

フタル酸が得られる。 

また，エチルベンゼンやスチレン，ベンジルアルコールなどを酸化し

ても安息香酸が得られる。このように，ベンゼン環に直接炭素原子が

結合しており，その炭素原子が水素原子をもつ場合，その炭素原子は

酸化され，カルボキシ基に変化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[2] 芳香族化合物の反応 

(解答)  

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) (ア) スルホン化 

(イ) アルカリ融解 

(3) p－ヒドロキシアゾベンゼン(p－フェニルアゾフェノール) 

 

 

[解説 ]  (1) A～C ベンゼンに濃硫酸を作用

させると，ベンゼンスルホン酸( A )を生じる。これを水酸化ナトリ

ウム水溶液で中和すると，ベンゼンスルホン酸ナトリウム( B )とな

る。ベンゼンスルホン酸ナトリウムを，融解した水酸化ナトリウムに

混合して反応させると，ナトリウムフェノキシドとなる。これを塩酸

などの強酸で遊離させると，フェノール( C )が得られる。 

D～F ベンゼンに濃硫酸と濃硝酸の混合物(混酸)を作用させると，

ニトロベンゼンを生じる。これをスズと濃塩酸で還元すると，アニリ

ンの塩酸塩( D )を生じる。アニリン塩酸塩を含む水溶液に水酸化ナ

トリウム水溶液を加えると，アニリン( E )が遊離する。アニリンを

塩酸に溶かし，冷却しながら亜硝酸ナトリウム水溶液を加えると，ジ

アゾ化がおこり，塩化ベンゼンジアゾニウムになる。 

(2) (ア) ベンゼンに濃硫酸を加えてベンゼンスルホン酸にする反

応はスルホン化とよばれる。 

(イ) ベンゼンスルホン酸ナトリウムを，融解させた水酸化ナトリウ

ムに混合すると，ナトリウムフェノキシドを生じる。この反応はアル

カリ融解とよばれる。 

(3) 塩化ベンゼンジアゾニウムの水溶液にフェノールを溶かした

水酸化ナトリウム水溶液を加えると，カップリングがおこり，p-ヒド

ロキシアゾベンゼンを生じる。 

 



[3] 芳香族化合物の分離 

(解答)  

 

 

 

 

 

 

 

 

[解説] サリチル酸とフェノールは酸性，アニリンは塩基性，ニトロ

ベンゼンは中性の物質である。この混合溶液に水酸化ナトリウム水

溶液を加えると，酸性の物質が次のように反応して塩になり，水層に

移る。 

 

 

    

    

したがって，水溶液 A には，サリチル酸のナトリウム塩とナトリウ

ムフェノキシドが溶けており，ジエチルエーテル溶液 B には，アニ

リンとニトロベンゼンが溶けている。 

水溶液 A に二酸化炭素を通じると，－ONa が－OH に変化するが，

－COONa は変化しない。これは，酸性の強さがカルボン酸＞炭酸＞

フェノール類であるためである。 

    

    

 

 

 

 

一方，ジエチルエーテル溶液 B に塩酸を加えると，アニリンがアニ

リン塩酸塩となって水層に移る。 

 

    

ニトロベンゼンは酸・塩基の性質をもたないので，最後までジエチル

エーテル層に残る。 



[4] 塩化鉄(Ⅲ)水溶液による呈色 

(解答) アセチルサリチル酸 

  フェノール性のヒドロキシ基をもたないため。 

[解説] サリチル酸，サリチル酸メチルは，分子内にフェノール性の

ヒドロキシ基をもち，塩化鉄(Ⅲ)水溶液によっていずれも赤紫色を呈

する。一方，アセチルサリチル酸は，分子内にフェノール性のヒドロ

キシ基をもたず，塩化鉄(Ⅲ)水溶液で呈色しない。 

    

 

 

 


